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＜ は し が き ＞

多くの癌腫の なかでも大腸癌 は約２０％前後に肝転移 を生 じること が

多く、 ま た肺転移 は必 ず しも肝転移の後 に生 じると も限らない現状 に

多く の臨床医は苦悩 して いる。 手術的 手法の面か らは多く の検討が な
されてき たが、 生命予後 を左 右する転移 に関 しては 生物 学的悪性度 を

ど う 見 極 め る か と い う こ と に 異 論 の 余 地 は な い と 思 わ れ る。 そ こ で

我々 は、 癌 の 浸潤 ～ 転 移メ カ ニ ズ ム の う ち
、

細 胞 接 着 お よ び 細 胞 増 殖

に関するメ カニ ズムが重要な 鍵を握 ると考え１、 そ の責任因子 を解明す

る 考 完 に 至 っ た
。

具 体 的 に は細 胞 外 マ トリ ッ ク ス を 構 築 す る 分子 や 細

胞 間接合に 関与 する分子、 脈管内 を遊走 し転移 巣での接着～ 生着 に関

与 する分子の同 定とそ れ らの動き を合目的につ かさ どる増殖因子 の策

定 を 行 っ た
。
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